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臨
済
宗
黄
龍
派
は
石
霜
楚
円

(九
入
六
～

一
〇
三
九
)
下
の
黄
龍
慧
南

(
一
〇
〇
二
～

一
〇
六
九
)
を
派
祖
と
す
る
法
系
で
あ
り
、
同

じ
石
霜
下
で
あ
る
楊
岐
方
会

(九
九
二
～

一
〇
四
九
)
を
派
祖
と
し
た
楊
岐
派
に
先
立

っ
て
北
宋
後
期
に
展
開
し
た
。
慧
南
の
法
嗣
の
う

ち
、
代
表
的
な
弟
子
と
し
て
東
林
常
総

(
一
〇
二
五
～

一
〇
九

一
)、
晦
堂
祖
心

(
一
〇
二
五
～

一
一
〇
〇
)、
真
浄
克
文

(
一
〇
二
五
～

一
一
〇
二
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
三
者
は
同
じ
派
下
に
あ

っ
て
、師
の
宗
風
を
継
承
し
つ
つ
独
自
性
も
発
揮
し
て
い
た
。

今
回
と
り
あ
げ
る
覚
範
慧
洪

(
一
〇
七

一
～

=

二
入
)
は
、
真
浄
の
法
嗣
と
し
て
北
宋
末
期
に
活
動
し
て
お
り
、文

字
禅
を
展
開
し
た

　
　

　

一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
柳
田
聖
山
は

「文
学
、
芸
術
、
哲
学
、
歴
史
を
綜
合
す
る
、
壮
大
な
禅
仏
教
の
構
想

」
が
覚
範
に
は
あ

っ
た
と
捉
え

た
が
、
随
筆
や
僧
伝
、詩
文
や
経
論
註
釈
な
ど
、多
方
面
に
そ
の
業
績
が
残
る
禅
僧
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
覚

範
は
、
黄
龍
派
に
あ

っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
感
を
示
し
た
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、覚
範
の
宗
風
に
眼
を
む
け
て
み
る
と
、師

で
あ
る
真
浄
と
は

必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、本
稿
で
は
真
浄
の
宗
風
を
手
掛
か
り
に
、
黄
龍
派
に
お
い
て
覚
範
が
如
何
な
る
位

置
づ
け
で
あ

っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

1
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一

黄
龍
慧
南
と
派
下
の
動
向

ま
ず

、黄
龍
慧
南
と
そ
の
派
下
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
。臨
済
宗
黄
龍
派
は
、
派
祖
で
あ
る
慧
南
が
雲
門
宗
か
ら
臨
済
宗

に
転

　　

　

向
し
た
後
に
展
開
し
た
派
で
あ
り
、灯
史
に
八
〇
名
以
上
の
法
嗣
が
録
さ
れ
る
ほ
ど
北
宋
の

一
時
期
に
隆
盛
を
誇

っ
て

い
た
。
こ
の
黄
龍

派
下

の
様
子
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、大
慧
宗
呆

(
一
〇
八
九
～

一
一
六
三
)

の

『宗
門
武
庫
』
の
記
述
を
手
掛
か
り
と
し
た

い
。
大
慧
は

以
下
に
取
り
あ
げ
る
話
に
お
い
て
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
て
い
る
が
、
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、慧
南

の
代
表
的
な
法
嗣
で
あ
る
東
林
常

総
、
真
浄
克
文
、晦
堂
祖
心

の
三
者
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
当
時
の
黄
龍
派
の
様
相
が
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
に

取
り
あ
げ
た

い
。

照
覚
禅
師
、
渤
潭
よ
り
虎
渓
に
移
る
。
乃
ち
王
子
淳
観
文
が
請
す
る
所
に
赴
く
な
り
。
開
堂
の
後
、
百
廃
並
に
挙
ぐ
。陞
堂
、
小
参
、入
室
、

虚

日
無
し
。嘗
て
言
わ
く
、
「晦
堂
、真
浄
同
門
の
諸
老
、祇
だ
先
師
の
禅
に
参
得
し
て
、先
師

の
道
を
得
ず
」
。師
曰
く
、「
蓋
し
照
覚
、
平

常
無
事
に
し
て
知
見
解
会
を
立
て
ざ
る
を
以
て
道
と
為
し
て
、更
に
妙
悟
を
求
め
ず
。却
て
諸
仏
諸
祖
、徳
山
、臨
済
、曹
洞
、
雲
門
の
真

実
頓
悟
、
見
性
の
法
門
を
将

っ
て
建
立
と
為
す
」。
樗
厳
経
の
中
に

「山
河
大
地
、
皆
是
れ
妙
明
真
心
の
中
の
所
現
の
物
な
り
」
と
説
く

所
を
隔
上
の
語
、亦
た
是
れ
建
立
な
り
と
為
す
。古
人
、玄
を
談
じ
妙
と
説
く
を
以
て
禅
と
為
し
て
、
先
聖
を
謳
調
し
、
後
昆
を
聾
瞥
せ

し
む
。
眼
裏
に
筋
無
く
、
皮
下
に
血
無
き

の
流
、例
に
随

っ
て
顛
倒
し
て
悟
然
と
し
て
覚
ら
ず
。
真
に
憐
欄
す
べ
し
。
圓
覚
経
に
云
く
、

「末
世
の
衆
生
、成
道
を
希
望
す
る
も
、
悟
を
求
め
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
唯
だ
多
聞
を
益
し
、我
見
を
増
長
せ
ん
の
み
」
。
又
た
云
く
、

「末
世
の
衆
生
、善
友
を
求
む
と
錐
も
、邪
見
の
者
に
遇
う
て
、
未
だ
正
悟
を
得
ざ
る
、
是
れ
則
ち
名
け
て
外
道
の
種
性
と
為
す
。
邪
師
の

過
謬
に
し
て
、衆
生

の
各
に
非
ず
」
と
。量
に
虚
語
な
ら
ん
哉
。



所

以
に
真
浄
和
尚
、
小
参
に
云
く
、
「今
時

一
般
の
漢
あ
り
、箇
の
平
常
心
是
道
と

い
う
に
執
し
て
、
以
て
極
則
と
為
す
、
天
は
是
れ
天
、

地

は
是
れ
地
。
山
は
是
れ
山
、
水
は
是
れ
水
。僧
は
是
れ
僧
、俗
は
是
れ
俗
。
大
尽
三
十
日
、
小
尽
二
十
九
。
並
び
に
是
れ
依
草
附
木
、
不
知

も

い

ず

れ

不
覚
、
一
向
に
迷

い
将
ち
去
る
。
忽
若
し
他
に
、
我
が
手
、仏
手
に
何
似
ぞ
と
問
わ
ば
、便
ち
道
く
、是
れ
和
尚
が
手
な
り
。
我
が
脚
、
騙
脚

に
何
似
ぞ
に
は
、便
ち
道
く
、
是
れ
和
尚
が
脚
な
り
。
人
人
箇
の
生
縁
あ
り
、
那
箇
か
是
れ
上
座
の
生
縁
に
は
、
便
ち
道
く
、
某
は
是
れ
某

州

の
人
事
と
。是
れ
何
と
言
う
こ
と
欺
。
且
た
錯

っ
て
会
す
莫
か
れ
。
凡
百
の
施
為
、
祇
だ
平
常
の

一
路
子
の
み
を
要
し
て
以
て
穏
当
と

為

し
、定
め
将
ち
去
き
、合
せ
将
ち
去
き
て
、更
に
敢
え

て
別
に

一
歩
を
も
移
さ
ず
、
坑
錘
に
堕
落
せ
ん
こ
と
を
伯
れ
、長
時
ひ
と
え
に

生
盲
底
の
人
の
路
を
行
く
が
似
く
、
一
條
の
杖
子
、寸
歩
も
拗
ち
得
ず
、
緊
く
把
著
し
て
愚
み
将
ち
去
く
の
み
」と
。

晦

堂
和
尚
、
学
者
に
謂
い
て
曰
く
、
「爾
、
盧
山
の
無
事
甲
裏
に
去
き
て
坐
地
し
去
れ
」。
而
今
子
孫
、
門
、
死
灰
の
如

し
。良

に
歎
く
べ

ぞ

　

き
也

」

と

。
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冒
頭
に
、照
覚
禅
師
東
林
常
総
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
録
さ
れ
る
常
総
の

「晦
堂
、
真
浄
同
門
の
諸
老
、
祇
だ
先
師
の
禅
に
参
得
し

て
、先
師
の
道
を
得
ず
」と
の

一
節
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、同
じ
派
下
に
あ

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
宗
風
が
異
な
る
こ
と
を
常
総
は
自
認
し

て
い
た
。
常
総
に
つ
い
て
大
慧
は

「平
常
無
事
に
し
て
知
見
解
会
を
立
て
ざ
る
を
以
て
道
と
為
し
て
、
更
に
妙
悟
を
求
め
ず
」
と
す
る
無
事

禅
と
し

て
捉
え
る
。
こ
の
常
総
は

「平
実
の
旨
」を
得
る
平
実
禅
、
つ
ま
り
無
事
禅
を
展
開
し
て
お
り
、黄
龍
派
下
で
は
常
総
の
宗
風
が
主
流

ぞ

　

を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。大
慧
は
こ
れ
を
批
判
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
、
常
総
の
宗
風
を
踏
ま
え
た
の
ち
、真
浄
の
小
参
を
取
り
あ
げ
る
。

真
浄

の
小
参
に
は

「凡
百
の
施
為
、
祇
だ
平
常
の

一
路
子
の
み
を
要
し
て
以
て
穏
当
と
為
し
、定
め
将
ち
去
き
、合
せ
将

ち
去
き
て
、更
に

敢
え
て
別
に

一
歩
を
も
移
さ
ず
、
坑
塾
に
堕
落
せ
ん
こ
と
を
伯
」
る
と
あ
る
。
大
慧
は
真
浄
に

つ
い
て
無
事
禅
批
判
を
展

開
し
た
人
物
と
し

て
と
り
あ
げ
る
。
真
浄
は
無
事
禅
に
対
す
る
批
判
の
な
か
で

「悟
」を
強
調
し
、
そ
の
宗
風
は
真
浄
の
法
嗣
で
あ
る
湛
堂

文
準

(
一
〇
六

一

　
ら

　

～

一
=

五
)
を
通
じ
て
、大
慧
の
宗
風
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
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最
後

に
、
大
慧
は
晦
堂
祖
心
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は

「爾
、盧
山

の
無
事
甲
裏
に
去
き
て
坐
地
し
去
れ
」
と
の

一
節
を
と
り
あ
げ
、晦

堂
も
同
じ
く
無
事
禅
を
展
開
し
て
い
る
禅
者
と
捉
え
、批
判
対
象
と
す
る
。

上
記

の
記
述
か
ら
、
同
じ
黄
龍
慧
南
下
に
あ

っ
て
各
自
の
宗
風
が
異
な

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
三
者
が
、無
事
禅

を
展
開
す
る
常
総

・晦
堂
と
、
そ
れ
を
批
判
す
る
真
浄
と
の
構
図
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
黄
龍
慧
南
下
の
様
相
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
真
浄
の
法
嗣
で
あ
る
覚
範
が
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と

っ
た
か
に

つ
い
て
み
る

こ
と
と
し
た
い
。

二
.
覚
範
の
無
事
禅
批
判

さ
き
に
、真
浄
克
文
が
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
み
た
。
つ
ぎ
に
、覚
範
が
真
浄
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て

い
た
か
を
確
認
し

た
い
。
覚
範
の

『禅
林
僧
宝
伝
』
(
一
一
二
二
)
で
は
、真
浄
の
章
を
設
け
、
そ
の
伝
記
を
載
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、真
浄
の
伝
記

の
最
後
に
、以

下
の
賛
を
述
べ
て
い
る
。

賛

に
曰
く
、雲
庵
、天
縦

の
姿
を
以
て
、
師
訓
に
由
ら
ず
、
自
然
に
得
道
す
。
特
に
宗
旨
を
黄
龍
に
定
む
る
の
み
。其
れ
義
学
を
沮
壊
し
、

幽
騎
を
剖
発
す
る
に
、
楽
説
の
辮
を
以
て
し
、洗
光
仏
日
、箭
王
を
し
て
敬
誠
心
服
せ
し
む
。名
を
天
子
に
献
じ
、
第
を
施
し
て
宝
坊
と

為
す
に
至
り
、
道
、
顕
著
な
り
。
然
ど
も
猶
お
悼
頭
し
て
顧
み
ず
、
甘
じ
て
自
ら
万
堅
千
巌
の
問
に
放
ち
、
施
設
を
究
め
観
る
に
、
其
の
心

　
　

　

肯
え
て
潜
山
、曹
渓

の
後
に
せ
ず
。
蓋
し

一
代
宗
師
の
典
型
に
し
て
、後
来
の
柄
子
の
模
楷
な
り
。

覚
範

の
賛
に
よ
れ
ば
、真
浄
は

「天
縦
の
姿
を
以
て
、師
訓
に
由
ら
ず
、自
然
に
得
道
す
。
特
に
宗
旨
を
黄
龍
に
定
む
る
の
み
」
で
あ

っ
た



と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
真
浄
の
個
性
が
同
じ
慧
南
下
に
あ

っ
て
独
自
性
を
発
揮
し
た
所
以
と
も
言
え
る
。
真
浄
に
つ
い
て
覚
範
は

「蓋
し

一

代
宗
師

の
典
型
、
後
来
の
柄
子
の
模
楷
な
り
」
と
の
賛
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
覚
範

の

『林
間
録
』
(
一
一
〇
七
)

に
は
次

の
よ
う
な

記
述
が

み
ら
れ
る
。
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朱
顕
護
世
英
、昔
、南
昌
に
官
し
て
雲
庵
を
識
る
。
未
だ
幾
く
な
ら
ず
、
移
り
て
江
東
に
漕
た
り
。書
を
以
て
来
り
て
仏
法
の
大
旨
を
問

う
。
雲
庵
、
之
に
答
え
て
曰
く
、
「書
を
辱
く
し
て
仏
法
を
以
て
問
い
と
為
す
。
仏
法
は
至
妙
無

二
、但
だ
未
だ
妙
に
至

ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

互

い
に
長
短
有
り
。
荷
も
妙
に
至
ら
ば
、則
ち
悟
心
の
人
な
り
。
実
の
如
く
自
心
を
知
れ
ば
、究
寛
本
来
成
仏
す
。
実
の
如
く
自
在
に
、実

の
如
く
安
楽
に
、実
の
如
く
解
脱
し
、実
の
如
く
清
浄
に
し
て
、日
用
唯
だ
自
心
を
用
い
る
の
み
。自
心
の
変
化
、
把
得

し
て
便
ち
用
い
、

是
非
を
問
う
莫
か
れ
。心
を
擬
し
て
思
量
す
れ
ば
、
已
に
不
是
な
り
。心
を
擬
せ
ざ
れ
ば
、
一
一
に
天
真
、
一
一
に
明
妙
、
一
一
に
蓮
華
の

水

に
著
か
ざ
る
が
如
し
。所
以
に
自
心
に
迷
う
が
故
に
衆
生
と
作
り
、
自
心
を
悟
る
が
故
に
成
仏
す
。
而
し
て
衆
生
即
ち
仏
、
仏
即
ち
衆

生

な
り
、迷
悟
に
由
る
が
故
に
彼
此
有
る
な
り
。如
今

の
学
者
、多
く
自
心
を
信
ぜ
ず
、自
心
を
悟
ら
ず
、
自
心
の
明
妙
受
用
を
得
ず
、自

心

の
安
楽
解
脱
を
得
ず
。心
外
に
妄
り
に
禅
道
有
り
て
、妄
に
奇
特
を
立
て
、
妄
に
取
捨
を
生
ず
れ
ば
、
縦

い
修
行
す
れ
ど
も
、
外
道
二

乗

の
禅
寂
、断
見
の
境
界
に
落
つ
」。
雲
庵
の
言
、蓋
し

一
時
の
弊
を
救
う
。然
る
に
其

の
旨
要
、暁
然
と
し
て
以
て
人

の
昧
昧
を
発
く
べ

　
　

　

し
。
故

に
私

に
之

を

識

す

。

覚
範

の
外
護
者
で
あ

っ
た
顕
誤
閣
侍
制
朱
世
英

(?
～

一
一
=
二
)
と
真
浄
と
の
書
簡
の
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

「筍
も
妙
に
至
ら

ば
、
則
ち
悟
心
の
人
な
り
。
実
の
如
く
自
心
を
知
れ
ば
、
究
寛
本
来
成
仏
す
。
実
の
如
く
自
在
に
、
実

の
如
く
安
楽
に
、
実
の
如
く
解
脱

し
、
実

の
如
く
清
浄
に
し
て
、
日
用
唯
だ
自
心
を
用

い
る
の
み
」
と
の

一
節
や
、
「自
心
に
迷
う
が
故
に
衆
生
と
作
り
、
自
心
を
悟
る
が

故
に
成
仏
す
。
而
し
て
衆
生
即
ち
仏
、
仏
即
ち
衆
生
な
り
、
迷
悟
に
由
る
が
故
に
彼
此
有
る
な
り
」
と

の

一
節
が
確
認

で
き
る
。
こ
れ
ら
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の
記
述
か
ら
も
真
浄
が
悟
り
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
覚
範
は

「雲
庵
の
言
、
蓋
し

一
時
の
弊
を
救
う
。
然
る
に
其

の
旨

要
、
暁
然
と
し
て
以
て
人
の
昧
昧
を
発
く
べ
し
」
と
述
べ
、
真
浄
の
宗
風
を
賛
歎
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
覚
範

に
真
浄
と
同
様

の

無
事
禅
批
判
が
み
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
以
下
に
確
認
し
た
い
。
そ
こ
で
、
覚
範
の

『臨
済
宗
旨
』
を
み
る
と
次
の
記
述
が
あ
る
。

無
蓋
居
士
、
予
に
謂
い
て
曰
く
、
扮
陽
は
臨
済
五
世
の
嫡
孫
に
し
て
、
天
下
の
学
者
宗
仰
す
。
其
の
提
綱
を
観
る
に
、
渠
渠
と
し
て

唯
だ
三
玄
三
要
を
論
ず
る
の
み
。
今
、
其
の
法
派
、
皆
な
以
謂
え
ら
く
、
三
玄
三
要
は

一
期
建
立
の
語
な
り
て
、
道
に
益
な
し
。
但

だ
諸
法
に
於
い
て
異
見
生
ぜ
ず
、

一
切
平
常
な
れ
ば
即
ち
祖
意
を
長
ず
と
。
其

の
説
是
き
否
。
予
曰
く
、
居
士
、
其
の
説
を
聞
き
て

暁
然
と
し
て
了
解
す
。
寧
ん
ぞ
復
た
沿
陽
の
提
綱
に
疑
せ
ん
乎
。
曰
く
、
吾
れ
固
よ
り
疑
い
て
未
だ
決
せ
ざ
る
な
り
。
予
曰
く
、
此

れ
其

の
三
玄
三
要
の
設
け
る
所
以
な
り
。
言
う
所
は
、

一
句
中
に
三
玄
を
具
え
、

一
玄
中
に
三
要
を
具
え
て
、
玄
有
り
要
有
り
と
は
、

一
切
衆
生
の
熱
悩
海
中
に
清
涼
寂
滅
な
る
法
瞳
な
り
。
此
の
瞳

の
建
、
讐
え
ば
塗
毒

の
鼓
の
如
く
、
之
を
樋
け
ば
、
則
ち
聞
く
者
、

皆
な
死
す
。
唯
だ
遠
く
聞
く
者
は
後
に
死
す
。
横
死
せ
ざ
る
者
の
若
き
、
聞
く
と
錐
も
死
せ
ず
。
臨
済
慈
が
無
き
時
、
興
化
、
三
聖
、

保
寿
、
定
上
座

の
輩
、
聞
き
て
死
す
者
な
り
。
今
、
百
余
年
、
猶
お
其
の
旨
を
悟
る
者
あ
り
、
即
ち
後
に
死
す
者
な
り
。
而
し
て
諸

の
法
派
、
道
に
益
無
し
と
謂
う
者
、
即
ち
横
死
せ
ざ
る
者
な
り
。
祖
宗
の
門
風
、
壁
立
万
初
、
而
し
て
子
孫
、
之
を
畏
れ
、
平
易
坦

　
き

ソ

塗
を
行
ず
る
を
喜
ぶ
。
此
れ
所
謂
る
法
道
の
陵
夷
な
り
。

こ
れ
は
無
尽
居
士
張
商
英

(
一
〇
四
三
～

一
一
二
二
)
と
覚
範
と
の
問
答
の
記
録
で
あ
る
。
無
尽
居
士
は

コ

切
平
常
な
れ
ば
即
ち
祖

意
を
長
ず
」
と
の
平
実
の
見
解
に
基
づ
き
、
扮
陽
善
昭

(九
四
七
～

一
〇
二
四
)
の
三
玄
三
要
の
宗
旨
を
無
益
と
す
る
評
価
が
あ
る
こ
と

を
取
り
あ
げ
る
。
覚
範
は
こ
れ
に
対
し
、
沿
陽

の
三
玄
三
要

の
宗
旨
を

「塗
毒
鼓
」
に
喩
え
、
無
益
と
評
す
る
も
の
を

「横
死
せ
ざ
る
者
」

と
捉
え

る
。
そ
し
て
、
「壁
立
万
初
」
で
あ
る
祖
宗

の
門
風
に
畏
れ
を
な
し
、
平
実
の
見
解
を
用
い
る
も
の
が
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て



は

「平
易
坦
塗
を
行
ず
る
を
喜
ぶ
」
も
の
で
あ
り
、
法
の
衰
退
で
あ
る
と
批
判
し
、

る
。
同
じ
く

『臨
済
宗
旨
』
に
は
次
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。

扮
陽
が
説
く
三
玄
三
要
の
宗
旨
を
肯
定
す
る
の
で
あ

今
、
此

の
法
門
、
叢
林
伯
怖
し
、
其
の
名
を
聞
か
ん
と
欲
せ
ず
、
何
を
以
て
か
之
を
言
わ
ん
。
諸
方
、
但
だ
平
実

の
見
解
を
愛
し
、

之

に
執
し
て
移
さ
ず
、
唯
だ
伝
授
の
み
欲
し
て
、
悟
あ
る
を
信
ぜ
ず
。
借
使
沿
陽
が
復
た
生
ず
れ
ば
、
親
し
く
剖
折
を
為
し
、
亦
た

す
　

以
て
非
と
為
さ
ん
。
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こ
の
段
で
は
、
三
玄
三
要
と
と
も
に
十
智
同
真
を
用

い
た
扮
陽
の
法
門

へ
の
批
判
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
覚
範
は
、

沿
陽
の
法
門
が
峻
厳
で
あ
る
が
故
に
当
時
の
叢
林
は
恐
れ
て
用

い
ず
、
「但
だ
平
実

の
見
解
を
愛
し
、
之
に
執
し
て
移

さ
ず
、
唯
だ
伝
授

の
み
欲

し
て
、
悟
あ
る
を
信
ぜ
ず
」
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
浄
と
同
様
に
常
総
門
下
の
平
実
禅
に
対
し
て
覚
範
が
批

判
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
覚
範
は
三
玄
三
要
の
宗
旨
を
重
視
し
、
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
た
。
覚
範
の
著
作
に
は
洞
山
五
位

や
曹
山
三
種
堕
な

ど
の
機

関
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
、
そ
の
関
心
が
窺
わ
れ
る
が
、
特
に
扮
陽
の
三
玄
三
要
を
重
視
し
た
の
は
、
扮
陽

の

=

句
中
に
三

玄
を
具
え
、

一
玄
中
に
三
要
を
具
え
て
、
玄
有
り
要
有
り
」
と
の

一
節
に
よ
っ
て
覚
範
は
開
悟
し
、
真
浄
か
ら
印
可
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

覚
範
は

二
二
歳
頃
に
真
浄

へ
参
学
し
、
そ
の
後
、
二
九
歳
で
東
呉

へ
と
遊
学
し
た
。
そ
の
際
、
扮
陽

の
語
に
よ

っ
て
開
悟
し
、
真
浄
に
印

　り
　

可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
覚
範
に
も
真
浄
と
同
様
の
無
事
禅
批
判
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
点
か
ら
、
覚
範
は

真
浄
を
継
承
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
無
事
禅
批
判
に
あ

っ
て
真
浄
と
は
里
ハな
る
覚
範

の
独
自

の
主
張
も
確
認
で
き
た
。
そ
こ

で
、
さ
ら
に
覚
範

の
主
張
を
辿
る
こ
と
し
た
い
。
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三
.
覚
範
の
邪
禅
批
判

覚
範

に
は

「近
世
の
邪
禅
」

し
た

い
。
覚
範

の

『智
証
伝
』

や

「今
時
の
邪
禅
」
に
対
す
る
批
判
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

●

(
=

二
二
)
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
以
下
に
確
認
す
る
こ
と
と

維
摩
経
に
曰
く
、
直
心
是
れ
道
場
、
虚
仮
無
き
が
故
に
。
伝
に
曰
く
、
所
謂
択
法
眼
と
は
、
前
聖
手
を
授
く
。
首
拐
厳
に
曰
く
、
諸

の
修
行
人
、
無
上
菩
提
を
成
ず
る
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
、
乃
至
別
れ
て
声
聞
、
縁
覚
と
成
り
、
及
び
外
道
、
諸
天
、
魔
王
及
び
魔

の

春
属
と
成
れ
る
は
、
皆

二
種

の
根
本
を
知
ら
ず
し
て
、
錯
乱
し
て
修
習
す
る
に
由
れ
り
。
猶
お
沙
を
煮
て
佳
饅
と
成
さ
ん
と
欲
す
る

が
如
く
、
縦

い
塵
劫
を
経
る
と
も
終
に
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
云
何
が
二
種
と
な
す
。
阿
難
、

一
に
は
無
始
生
死
の
根
本
な
り
。
則
ち

汝

が
今
、
諸

の
衆
生
と
与
に
、
禁
縁
の
心
を
用
い
て
、
自
性
と
為
す
者
な
り
。
二
に
は
無
始
の
菩
提
浬
葉
元
清
浄

の
体
な
り
。
則
ち

汝
が
今
、
識
精
元
明
よ
り
能
く
諸
縁
を
生
じ
て
、
縁
に
遺
い
た
る
所
の
者
な
り
、
と
は
即
ち
直
心
な
り
。
墓
縁
心
、
即
ち
虚
仮
な
り
。

永
明
曰
く
、
心
と
は
信
な
り
。
前
に
識
法
あ
り
て
随
相
に
行
ず
と
謂
う
は
、
則
ち
煩
悩
な
り
、
識
と
名
づ
け
、
心
と
名
づ
け
ざ
る
也
。

意
と
は
憶
な
り
。
前
境
を
憶
想
し
て
妄
を
起
す
、
並
べ
て
是
れ
妄
識
な
り
、
心
の
事
に
干
ら
ず
。
心
、
有
無
に
非
ず
、
有
無
に
も
染

せ
ら
れ
ず
。
心
、
垢
浄
に
非
ず
、
垢
浄
に
も
汚
さ
れ
ず
。
乃
至
迷
悟
凡
聖
、
行
来
去
住
、
並
べ
て
是
れ
妄
識
に
し

て
心
に
非
ら
ざ
る

な
り
。
心
、
本
よ
り
生
ぜ
ず
、
今
も
亦
た
滅
無
し
。
若
し
自
心
の
此
の
如
く
な
る
を
知
ら
ば
、
仏
も
亦
た
然
り
。
而
し
て
長
沙
の
偶

に
曰
く
、
学
道
の
人
、
真
を
識
ら
ず
、
只
だ
従
前

の
識
神
を
認
む
る
が
為
な
り
。
無
始
時
来
、
生
死
の
本
、
療
人
喚
ん
で
本
来
人
と

作
す
と
。
今
時
の
邪
禅
、
乃
ち
相
い
伝
授
す
る
に
、
揚
眉
瞬
目
、
竪
払
拮
槌
を
以
て
極
則
と
為
す
。
仏
法
幾
何
か
平
沈
せ
ざ
ら
ん
哉
。

円
覚
経
に
曰
く
、
衆
生
妄
り
に
流
転
を
見
る
。
流
転
を
厭
う
者
、
妄
に
浬
葉
を
見
る
。
此
れ
に
由
り
て
清
浄
覚
に
入
る
こ
と
能
わ
ず
。



覚

の
諸
の
能
入
の
者
を
違
拒
す
る
に
非
ず
、

者
あ
り
と
謂
う
は
、
但
だ
小
乗
と
成
り
て
、
諸
の
能
入
有
り
て
、
覚
の
入
る
こ
と
を
非
と
す
る
が
故
な
り
。
脱
し
能
く
覚
道
に
入
る

　　
　

能
く
覚
に
入
る
に
非
ず
。
故
に
曰
く
、
覚
の
入
る
こ
と
を
非
と
す
る
が
故
な
り
と
。

『智
証
伝
』
は
、
経
論
や
禅
籍
の

一
節
を
主
題
と
し
て
取
り
あ
げ
、
そ
れ
に
対
し
て

「伝
曰
く
」
と
し
て
覚
範

の
解
釈
が
付
さ
れ
る
書

セ

　

で
あ
る
。
全

一
〇
九
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
上
記
は
第

一
五
話
に
あ
た
る
。

こ
こ
で
は

『維
摩
経
』
の

「直
心
是
れ
道
場
、
虚
仮
無
き
が
故
に
」
を
主
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
主
題
に
対
し
、
『首
楊
厳
経
』
や

『宗

鏡
録
』

『円
覚
経
』
か
ら
の

一
節
と
長
沙
景
琴
の
偶
を
取
り
あ
げ
て
解
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
識
精
元
明
」
「心
」
「真
」
と
も

表
現
さ
れ
る
直
心
に
つ
い
て
、
「若
し
自
心
の
此

の
如
く
な
る
を
知
ら
ば
、
仏
も
亦
た
然
り
」
と
し
て
悟
り
を
重
視
す

る
。
そ
こ
で

「今

時

の
邪
禅
」
と
評
し
て
、
揚
眉
瞬
目
や
竪
払
拮
槌
と

い
っ
た
定
型
の
接
化
を
極
則
と
す
る

一
群
に
対
し
、
「
仏
法
幾
何

か
平
沈
せ
ざ
ら
ん

哉
」
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く

『智
証
伝
』

の
第
九
話
に
は
次

の
よ
う
に
み
え
る
。
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金

剛
般
若
経
に
曰
く
、
若
し
人
の
此
の
経
に
於
い
て
浄
信
を
生
ず
る
者
、

一
仏
、
二
仏
、
三
四
五
仏
に
於
い
て
諸
善
根
を
種
ゆ
る
に

非

ず
、
已
に
無
量
百
千
万
億
仏
の
所
に
於

い
て
、
諸
善
根
を
種
ゆ
る
な
り
。
伝
に
曰
く
、
華
厳
経
に
曰
く
、
堅
翅
鳥
、
龍
を
以
て
食

と
為
す
。
先
ず
大
海
の
諸
龍
の
命
、
将
に
尽
き
ん
と
す
る
者
を
観
じ
て
、
即
ち
両
翅
を
以
て
海
を
壁
き
、
取
り
て
之
を
食
す
。
乃
ち

知

る
、
此
の
法
を
信
受
す
る
に
、
根
熟

の
衆
生
に
非
ざ
れ
ば
、
能
く
然
る
莫
き
也
。
神
鼎
謹
禅
師
、
嘗
て
曰
く
、
鳥
案
の
侍
者
、
布

毛

を
以
て
之
を
吹
く
を
見
て
、
便
ち
此
の
事
を
薦
む
。
久
し
く
浄
業
を
積
み
、
暖
劫
に
行
持
す
る
に
非
ざ
る
よ
り
、
安
ん
ぞ
能
く
此

の
如
き
か
。
扮
陽
昭
禅
師
、
亦
た
偶
を
作
し
て
曰
く
、
侍
者
、
初
心
勝
縁
を
慕

い
、
師
を
辞
し
て
去
学
参
禅
せ
ん
と
擬
す
。
鳥
案
是

れ
根
機
熟
せ
り
と
知
り
、
吹
毛
し
て
当
下
に
心
の
安
ず
る
を
得
る
。
両
誉
年
、
皆
な
首
山
の
高
弟
な
り
。
必
ず
浄
業
を
積
み
、
根
機
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熟

せ
る
を
以
て
言
を
為
す
。
蓋
し
其
の
淵
源
、
金
剛
般
若
に
出
づ
、
而
し
て
謳
す
可
か
ら
ざ
る
也
。

近
世

の
邪
禅
、
乃
ち
曰
く
、
此
れ
安
ん
ぞ
悟
り
あ
ら
ん
、
吹
毛
に
し
て
悟
を
伝
え
る
者
、
権
な
る
の
み
と
。
是
れ
所
謂
自
ら
の
目
無

　お
ソ

く
、
而
し
て
天
下
の
視
を
廃
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。

こ
の
話
で
は

『金
剛
般
若
経
』

の

一
節
を
主
題
と
し
、
『華
厳
経
』
の

一
節
と
、
神
鼎
洪
謹

(?
～
九
〇

一
)
、
扮
陽
善
昭
の
両
師
の
語

を
取
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は

「必
ず
浄
業
を
積
み
、
根
機
熟
せ
る
を
以
て
言
を
為
す
。
蓋
し
其

の
淵
源
、
金
剛
般
若
に
出
づ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
修
行
を
積
む
こ
と
、
根
機
が
熟
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
鳥
案

の
吹
毛
の
接
化
を
と
り
あ
げ
、
こ

れ
を

「久
し
く
浄
業
を
積
み
、
暖
劫
に
行
持
」
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
接
化
と
覚
範
は
捉
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
吹
毛
の
接
化

に
つ
い
て

「此
れ
安
ん
ぞ
悟
り
あ
ら
ん
、
吹
毛
に
し
て
悟
を
伝
え
る
者
、
権
な
る
の
み
」
と
軽
視
す
る
も
の
が
い
た
。
こ
の
者
た
ち
に
対

し
、
「
是
れ
所
謂
自
ら
の
目
無
く
、
而
し
て
天
下
の
視
を
廃
せ
ん
と
欲
す
る
」
と
こ
ろ
の
近
世
の
邪
禅
と
し
て
批
判
す
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
覚
範
は
邪
禅
批
判
を
展
開
し
た
が
、
こ
こ
に
は
安
易
な
現
状
肯
定

へ
の
批
判
が
み
ら
れ
、
悟
り
の
重
要
性
、
お
よ
び
修
行

の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
批
判
に
あ

っ
て
、
覚
範
は
経
典
や
語
録
な
ど
を
引
証
と
し
て
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
覚
範
が
経
論
を
重
視
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
、
覚
範
が
経
論
を

い
か
に
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
、
以

下
に
み
て
み
た
い
。

四
.
覚
範
の
経
論
重
視

覚
範

に
は

『楊
厳
経
合
論
』
や

『法
華
経
合
論
』
と
い
っ
た
経
典
の
註
釈
書
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
経
論
を
重
視
し
て
い
た

一
端

が
う
か
が
え
よ
う
。
た
だ
、
覚
範
に
は
こ
の
ほ
か
に

『林
間
録
』
や

『智
証
伝
』
と
の
著
作
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
実

に
数
多
く
の
経
論



が
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
覚
範
が
経
典
を
引
証
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
み
て
み
た
い
。

こ
の
点

を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、
『石
門
文
字
禅
』
巻
二
五

「題
宗
鏡
録
」

の
記
述
を
取
り
あ
げ
た
い
。
覚
範
が
何
故
経
論
を
重
視
す
る

の
か
、

こ
の
記
述
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

右
、
宗
鏡
録

一
百
巻
は
、
智
覚
禅
師
の
誤
す
る
所
な
り
。
切
に
嘗
て
深
く
之
を
観
る
に
、
其
の
方
等
契
経
に
出
入
馳
驚
す
る
者
六
十

本
、
此
方
、
異
域

の
聖
賢
の
論
に
参
錯
通
貫
す
る
者
三
百
家
、
天
台
、
賢
首
を
領
略
し
、
而
し
て
深
く
唯
識
を
談
ず
、
率
ね
三
宗
の

ほ
し
い
ま
ま

さ
ぐ

異
義
を
析
ち
て
、
而
し
て

一
源
に
帰
せ
ん
と
要
す
。
故
に
其
れ

横

に
疑
難
を
生
ず
る
と
き
は
、
則
ち
深
蹟
遠
を
鉤
る
。
幽
騎
を
剖

発
す
る
と
き
は
、
則
ち
偏
邪
を
揮
掃
す
。
其
の
文
、
光
明
玲
瀧
、
縦
横
放
騨
、
衆
生
の
自
心
成
仏
の
宗
を
開
曉
し

て
、
明
か
に
西
来

無
伝

の
的
意
を
告
げ
る
所
以
な
り
。
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永
明
延
寿

(九
〇
四
～
九
七
五
)
の

『宗
鏡
録
』
(九
六

一
)
に
つ
い
て
、
覚
範
は
、
大
乗
経
論
六
十
部
、
西
天
此
土
の
聖
賢
三
百
家

の
言
を
取
り
ま
と
め
、
互
い
に
性
質
を
異
に
す
る
華
厳
、
唯
識
、
天
台
の
教
え
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
義
を
分
析

し
て

「
一
源
に
帰

せ
ん
」

と
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
そ
の
広
範
か
つ
深
遠
な
る
内
容
か
ら
、
遠
く
異
国
の
地
に
も
伝
わ
り
、
海
を
渡

っ
て
法
を
求
め
る

も

の
も
多
か
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
延
寿
が
寂
す
る
と
次
第
に
叢
林
で
は
知
る
も
の
が
少
な
く
な
っ
た
と
伝
え
る
。
そ

の
よ
う
な
な
か
、

慧
林
宗
本

(
一
〇
二
〇
～

一
〇
九
九
)
に
よ
り
煕
寧
年
間

(
一
〇
六
八
～

一
〇
七
七
)
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
晦
堂
祖
心
に
よ

っ
て
重
要
な

記
述
が
抜
粋
さ
れ
た

『冥
櫃
会
要
』
三
巻
が
元
祐
年
間

(
一
〇
八
六
～

一
〇
九
三
)
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
再
び

『宗
鏡
録
』
が
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
た
だ
し
、
『宗
鏡
録
』

の
存
在
を
知

っ
て
い
て
も
意
に
介
さ
ず
、
た
だ

「教
外
別
伝
、
不
立
文
字
」
と
の
立

場
か
ら
本
書
を
軽
視
す
る
者
が
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
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彼
れ
独
り
思
わ
ず
、
達
磨
巳
前
、
馬
鳴
、
龍
樹
も
亦
た
祖
師
な
り
。
而
し
て
論
を
造
る
と
き
は
則
ち
百
本
契
経
の
義
を
兼
ぬ
。
涜
く

観
る
と
き
は
則
ち
龍
宮
の
書
を
伝
え
読
む
。
達
磨
に
後
れ
て
興
る
者
、
観
音
、
大
寂
、
百
丈
、
断
際
も
亦
た
祖
師
な
り
。
然
し
て
皆

な
三
蔵
に
精
入
し
、
諸
宗
を
該
練
す
。
今
、
其
の
語
具
さ
に
在
り
、
取
り
て
之
を
観
る
可
し
。
何
ぞ
独
り
達
磨
の
み
を
言
わ
ん
乎
。

聖
世
途

い
よ
遠
く
、
衆
生
相

い
劣
り
、
趣
慮
編
短
、
道
学
筍
簡
、
其
の
従
事
す
る
所
、
安
坐
し
て
成
ぜ
ん
と
欲
す
。
讐
え
ば
農
夫
の

お
こ
た

擾
転
を
惰

っ
て
、
垂
誕
し
て
食
を
仰
ぐ
が
如
し
。
笑
う

べ
し
と
為
す
な
り
。
吾
れ
聞
く
に
、
江
は
眠
山
よ
り
発
し
て
、
其
の
盈
る
に

膓
を
濫
る
。
其

の
楚
に
至
る
に
及
ぶ
と
き
は
、
則
ち
万
物
並
べ
て
流
る
。
夫

の
本
有
り
て
之
を
益
す
者
の
衆
き
に
非
ら
ざ
る
の
み
。

道
に
志
有
る
者
は
常
に
此
を
取
る
こ
と
有
り
。
吾
が
徒
、
世
故
を
灰
冷
し
て
、
雲
山
の
明
窓
、
浄
几
の
間
に
安
楽

し
、
象
煙
を
横
に

し

て
而
し
て
之
を
熟
読
す
る
と
き
は
、
則
ち
当
に
不
可
伝

の
妙
を
見
て
、
而
し
て
文
字
の
中
に
省
す
べ
し
。
蓋
し
亦
た
教
外
別
伝
の

セ

　

意
に
非
ざ
る
と
い
う
無
き
也
。

覚
範
は

『宗
鏡
録
』
を
評
す
る
に
あ
た
り
、
達
磨
以
前

の
馬
鳴
や
龍
樹
も
祖
師
で
あ
り
、
南
嶽
懐
譲
、
馬
祖
道

一
、
百
丈
慧
海
、
黄
漿

希
運
と

い
っ
た
禅
宗
の
祖
師
た
ち
は
皆
三
蔵
や
諸
宗
に
通
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
決
し
て
経
論
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な

い
と
述
べ
る
。
ま

た
、
本
書
を
熟
読
す
る
こ
と
で

「不
可
伝

の
妙
」
を
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
教
外
別
伝
の
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
述

べ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『宗
鏡
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
経
論
を
重
視
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

五
.
『宗
鏡
録
』
に
よ
る
経
論
解
釈

つ
ぎ
に
、
覚
範
が
経
論
に
よ
る
解
釈
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て

『宗
鏡
録
』
を
重
用
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
み
た

い
。
覚
範
の
著
作
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
論
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
特
に
初
期

の

『林
間
録
』
に
は

『宗
鏡
録
』
に
基
づ

い
た
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
。



例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

『林
間
録
』
巻
下

華
厳
論
日
、
若
跨
法
性
、
万
相
都
無
。
若
偉
智
力
、
衆
相
瞼
王
。
隠
顕
偉
縁
、
都
無
作
者
。
凡
夫
執
著
、
用
作
無

明
。
執
障
既
無
、

智

用
自
在
。
永
明
禅
師
日
、
不
離

一
眞
之
境
、
.化
儀
百
変
。
是
以
箭
穿
石
虎
、
非
功
力
之
所
能
。
醇
告
三
軍
、
.量
麹
藁
之
所
造
。
筍

抽
寒
谷
、,非
陽
租
之
所
生
、
魚
躍
泳
河
、
.量
網
羅
之
所
致
。
悉
為
心
感
、
顕
此
霊
通
。
故
知
万
法
施
為
、
皆
自
心
之
力
耳
。

(卍
続
蔵

一
四
八
冊
三
〇
八
左
上
)

『宗
鏡
録
』
巻

一
〇

若

吟
法
性
、
万
相
都
無
。
β
智
力
、
衆
相

王
。
隠
顕
β
縁
、
都
無
作
者
。
凡
夫
執
著
、
用
作
無
明
。
執
障
既
無
、
智
用
自
在
。
.不

離

一
真
之
境
.
.化
儀
百
変
。
.是
以
箭
穿
石
虎
、
非
功
ガ
之
所
能
。
酔
告
三
軍
、
山豆
麹
蘂
之
所
造
α
.筍
抽
寒
谷
、
非
陽
和
之
所
生
、
魚

躍
氷
河
、
量
網
羅
之
所
致
。
悉
為
心
感
、
顕
此
霊
通
α
.故
知
万
法
施
為
、
皆
自
心
之
ガ
耳
。

(大
正
蔵
四
八
巻
四
六
九
頁
中
。
以
下
、
頁
数
の
み
)
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「華
厳
論
曰
く
」
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
話
頭
で
は
、
ま
ず

『華
厳
論
』
の

一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し

「永

明
禅
師

曰
く
」
と
し
て
永
明
延
寿
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
記
述
の
出
典
を

確
認
す

る
と
前
に
掲
げ
た

『宗
鏡
録
』
巻

一
〇
の
記
述
が
確
認
で
き
た
。
な
お
、
『華
厳
論
』
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
と

り
あ
げ
た
、
『林
間
録
』
の
話
頭
は

『華
厳
論
』
と

「永
明
禅
師
日
」
と
の
二
つ
の
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

『宗

鏡
録
』

巻

一
〇
の
当
該
箇
所
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お

　

ま
た
、
同
様
の
例
が

『智
証
伝
』
(
一
一
二
二
)
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
そ
の

一
例
と
し
て
第
二
九
話
を
み
る
と

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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浄
業
障
経
日
、
①
仏
告
比
丘
、

一
切
諸
法
本
性
清
浄
。
然
諸
凡
夫
愚
小
無
智
、
於
無
有
法
不
知
如

。
妄
生
分
別
、
以
分
別

、
堕

三
悪
道
。
伝
日
、
如
言
以
分
別
故
、
堕
三
悪
道
。
則
不
分
別
、
遂
成
無
上
仏
果
乎
。
日
不
分
別
則
機
関
木
偶
耳
。
非
能
得
道
也
。
②

維
摩
経
日
、
無
我
無
造
無
受
者
、
善
悪
之
業
亦
不
忘
者
、
遮
凡
夫
愚
小
堕
増
益
損
減
諺
、
而
密
示
無
生
之
妙
也
。
③
永
嘉
日
、
誰
無

ー

國
「
又
日
、
了
即
業
障
本
来
空
、
未
了
応
須
償
夙
債
。
今

推
其
効
、
以
尽
其
執
情
。
世
間
法
。
殺
人
者
死
。
而
怒
波
覆
舟
。
舟
人
皆
死
。
不
聞
水
与
風
有
罪
。
出
世
間
法
先
論
因
果
。
④
故
劉

使
百
千
劫
、
所
作
業
不
忘
。
而
埜
火
焼
山
林
、
禽
贔
皆
死
。
而
火
亦
速
滅
、
不
聞
火
受
三
悪
道
苦
。
可
深
思
之
。

(卍
続
蔵

=

一
冊
九
四
右
下
～
左
上
)

こ
れ
は

『浄
業
障
経
』
の

一
節
を
主
題
と
し
て
覚
範
の
解
釈
が
付
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
第
二
九
話
は
傍
線
部
①
か
ら
傍
線
部
④
ま
で
の

引
用
箇

所
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
出
典
箇
所
を
示
す
と
と
も
に

『宗
鏡
録
』
の
該
当
箇
所
を
示
す
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

傍
線
部
①

『仏
説
浄
業
障
経
』

仏
告
比
丘
、

一
切
諸
法
本
性
清
浄
。

『宗
鏡
録
』
巻

一
八

浄
業
障
経
云
…

(八
六
四
字
省
略
)

別
、
以
分
別
故
、
堕
三
悪
道
。

然
諸
凡
夫
愚
小
無
智
。
於
無
有
法
不
知
如
故
、
妄
生
分
別
、
以
分
別
故
、
堕
三
悪
道
。

(大
正
蔵
二
四
巻

一
〇
九
六
頁
上
)

…
仏
告
比
丘
、

一
切
諸
法
本
性
清
浄
。
然
諸
凡
夫
愚
小
無
智
、

傍
線
部
②

『維
摩
詰
所
説
経
』
巻
上

説
法
不
有
亦
不
無
、
以
因
縁
故
諸
法
生
、
無
我
無
造
無
受
者
、
善
悪
之
業
亦
不
亡
。

於
無
有
法
不
知
如
故
、
妄
生
分

(五

一
一
頁
下
～
五

一
二
頁
中
)

(大
正
蔵

一
四
巻
五
三
七
頁
下
)



『
宗
鏡
録
』
巻
六
⊥ハ

如
浄
名
経
偶
云
、
錐
無
我
無
造
無
受
者
、
善
悪
之
業
亦
不
亡
、
失
善
悪
之
業
因
、
苦
楽
之
果
報
。

(七
八
七
頁
上
)

傍
線
部
③

『永
嘉
証
道
歌
』

誰
無
念
誰
無
生
、
若
実
無
生
無
不
生
。
喚
取
機
関
木
人
間
、
求
仏
施
功
早
晩
成
。

(大
正
蔵
四
八
巻
三
九
五
頁
下
)

『宗
鏡
録
』
巻
三
七

所
以
云
、
誰
無
念
誰
無
生
、
若
実
無
生
無
不
生
。
喚
取
機
関
木
人
間
、
求
仏
施
功
早
晩
成
。

(六
三
七
頁
中
)
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傍
線
部
④

『四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記
』

華
厳
偶
云
、
仮
使
百
千
劫
、
所
作
業
不
忘
。

『
宗
鏡
録
』
巻
七

一

所
以
経
偶
云
、
仮
使
百
千
劫
、

巻
三

所
作
業
不
忘
。

(卍
続
蔵
六
二
冊
二
〇
九
右
上
)

(八

一
六
頁
上
)

上
記

の
よ
う
に
第
二
九
話
は

『宗
鏡
録
』
か
ら
の
複
数
の
記
述
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
例
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
覚
範
の
経
論
解
釈
に
は

『宗
鏡
録
』
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、
覚
範
と

『宗
鏡
録
』
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
何
時
頃
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
覚
範
は
東
呉
に
遊
学
の
際
、
杭
州
浄
慈
寺
に
滞

在
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
老
僧
と

『宗
鏡
録
』
に
つ
い
て
語
ら
う
様
子
が

『林
問
録
』
巻
下

(三
二
三
右
下
)
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
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に
よ
り
、
覚
範
と

『宗
鏡
録
』
と
の
接
点
は
真
浄
の
下
を
離
れ
た
遊
学
中
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

黄龍派における覚範慧洪の位置

六
.
黄
龍
慧
南
下
三
世
と
の
関
係

覚
範

が
真
浄
と
同
様
に
悟
り
を
重
視
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
安
易
な
現
状
肯
定
を
否
定
し
、
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
機
関
を
肯
定
し
、
経
論
を
重
視
す
る
姿
勢
も
み
ら
れ
、
真
浄
と
は
異
な
る
主
張
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
覚
範
は
真
浄
の
宗
風
を
継
承
し
つ
つ
も
独
自

の
宗
風
を
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
覚
範
と
同
じ
黄
龍
慧
南
下
三
世
と

の
関
係

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
に
み
て
み
た

い
。
さ
き
に
東
林
常
総
門
下
で
は

「
平
実

の
旨
」
を
も

っ
て
無
事
禅
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
す
る
覚
範
の
批
判
を
み
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ

で
は
覚
範
と
同
じ

真
浄
の
法
嗣
で
あ
る
湛
堂
文
準
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
湛
堂
に
つ
い
て
覚
範
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

石
門
雲
庵
示
衆
の
語
、
多
く
案
臼
を
脱
略
す
。
時
に
柄
子
之
を
視
る
こ
と
、
春
の
花
木
に
在
り
て
而
し
て
其

の
従

り
来
た
る
所
を
知

ら
ざ
る
が
如
し
。
予
、
毎
に
以
謂
ら
く
、
此
の
老
人
、
以
て
臨
済
の
朴
を
起
こ
す
可
し
と
。
哲
人
逝
け
り
。
切
に
之
を
嵯
悼
し
て
以

為

ら
く
、
世
に
之
を
嗣
ぐ
者
有
る
こ
と
莫
し
。
湛
堂
、
予
に
於
い
て
弟
昆
と
為
す
、
其
の
開
法
よ
り
、
未
だ
嘗
て
其

の
挙
揚
を
聞
か

ず
。
没
後
百
余
日
、
此
の
録
を
呆
上
人
の
処
に
得
た
り
。
之
を
読
み
て
晴

い
て
曰
く
、
雲
庵

の
余
波
、
乃
ち
能
く
此
の
老
種
性
に
発

お

　

生
す
る
耶
。
政
和
五
年
十
月
七
日
題
。

覚
範

は
、
湛
堂

の
語
録
か
ら
真
浄
の
宗
風
を
感
じ
た
と

い
う
。
な
お
、
語
録
を
蔵
し
て
い
た
大
慧
に
と

っ
て
湛

堂
は
圓
悟
克
勤

(
一
〇
六
三
～

一
=
二
五
)
と
と
も
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
師
で
あ
り
、
湛
堂
の
接
化
が
大
慧

の
禅
思
想
形
成
に
大
き
な
影
響
を
あ
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た
え
た
と

い
う

。
こ
の
湛
堂
に
つ
い
て

『宗
門
武
庫
』
巻
上
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

湛
堂

の
準
和
尚
は
興
元
府

の
人
な
り
。
真
浄

の
的
嗣
な
り
。
分
寧

の
雲
巌
、
席
を
虚
し
く
す
。
郡
牧
、
黄
龍
の
死
心
禅
師
に
命
じ
て
、

知

る
所
の
者
を
挙
げ
て
、
以

っ
て
其

の
処
を
補
わ
し
む
。
死
心
曰
く
、
「準
山
主
住
し
得
て
ん
、
某
は
他
を
識
ら
ず
。
祇
だ
洗
鉢

の

し

こ

し
ゃ

や

頒

あ
る
を
見
る
に
甚
だ
好
し
」
。
郡
牧
曰
く
、
「
得
て
聞
く
可
き
乎
」。
死
心
挙
し
て
云
く

「之
乎
者
也
。
袖
僧

の
鼻

孔
、
大
頭
向
下
、

若

し
也
た
会
せ
ず
ん
ば
、
東
村
の
王
大
姐
に
問
取
せ
よ
」。
郡
牧
、
こ
れ
を
奇
と
し
て
礼
を
具
え
て
敦
く
請
ず
。
準
、
亦
た
辞
せ
ず
。

つ
づ
ま
や

平
生
身
を
律
し
て
以
て
約

か
な
り
。
徒
を
領
じ
法
を
弘
む
と
錐
も
、
衆
に
あ
る
時
に
易
ら
ず
。
農
に
興
き
て
後
架

に
祇
だ
小
杓

の

湯

を
取
り
て
洗
面
し
、
復
た
用

っ
て
足
を
濯
う
。
其
の
他
の
受
用
も
、
率
ね
皆
、
此
に
類
す
。
縷
か
に
放
参
罷
め
ば
、
方
丈
の
行
者
、

お

　

人
力
、
便
ち
路
人
の
如
し
。
掃
地
煎
茶
も
皆
、
躬
ら
之
を
為
し
、
古
人
の
風
度
あ
り
。
真
に
後
昆
の
良
範
な
り
。
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湛
堂
に
は

「平
生
身
を
律
し
て
以
て
約
か
な
り
。
徒
を
領
じ
法
を
弘
む
と
難
も
、
衆
に
あ
る
時
に
易
ら
ず
。
農
に
興
き

て
後
架
に
祇
だ

小
杓
の
湯
を
取
り
て
洗
面
し
、
復
た
用

っ
て
足
を
濯
う
。
其
の
他
の
受
用
も
、
率
ね
皆
、
此
に
類
す
」
と
の
よ
う
に
日
常
底
を
重
視
す
る

真
浄
に
通
じ
る
宗
風
が
み
ら
れ
る
。
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
、
悟
り
を
強
調
し
た
真
浄
の
禅
が
大
慧
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
さ

き
に
触
れ
た
。
覚
範
も
述
べ
る
よ
う
に
、
真
浄
の
禅
は
湛
堂

へ
と
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
晦
堂
祖
心
の
法
嗣
で
あ
る
霊
源
惟
清

(?
～

一
一
一
七
)
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
晦
堂
が
無
事
禅
を
展
開

し
た
こ
と
は
さ

き
に
み
た
。
霊
源
は
こ
の
晦
堂
と
と
も
に

『冥
橿
会
要
』
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
覚
範
と
交
流
が
あ

っ
た

こ
と
が

『霊
源

和
尚
筆

語
』
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
覚
範
に
対
す
る
霊
源
の
語
が
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。

或

い
は
聞
く
、
南
中
に
在
り
し
時
、
樗
厳
を
究
め
て
箋
釈
を
加
え
ん
と
欲
す
。
若
し
爾
ら
ば
則
ち
不
肖
の
望
む
所
に
非
ざ
る
者
な
り
。
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あ
き

文
字
の
学
、
当
人
の
性
源
を
洞
ら
か
に
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
以
に
し
て
、
後
学
の
与
に
先
仏

の
智
眼
を
障
え
る
所
以
な
り
。
其
の

ほ
が
ら

病
、
正
に
他
に
依
り
て
解
を
作
し
、
自
悟

の
門
を
塞
ぐ
あ
り
。
吻
舌
を
資
く
る
こ
と
は
、
或

い
は
浅
聞
に
勝
る
べ
し
。
神
機
を
廓
か

に
し
て
、
終
に
妙
証
を
極
め
難
し
。
故
に
行
解
に
於
い
て
、
多
く
参
差
を
致
す
こ
と
、
此
に
由
る
な
り
。
予
喜
ぶ
、
覚
範
、
恵
識
英

も

利
に
し
て
、
以
て
此
を
鑑
み
る
に
足
れ
る
こ
と
を
、
僕
し
之
を
損
し
又
た
損
せ
ば
、
他
時
の
相
見
、
定
め
て
別
に
好
処
あ
ら
ん
の
み
。

お

　

珍

重

。

上
記

の
よ
う
に
霊
源
は

「文
字
の
学
、
当
人

の
性
源
を
洞
ら
か
に
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
以
に
し
て
、
後
学

の
与
に
先
仏
の
智
眼
を
障

え
る
所
以
な
り
。
其
の
病
、
正
に
他
に
依
り
て
解
を
作
し
、
自
悟
の
門
を
塞
ぐ
あ
り
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
覚
範
が

『首
樗
厳
経
』
に

註
釈
を
加
え
る
こ
と
を
誠
め
て
い
る
。
霊
源
は
覚
範
が
お
こ
な
う
註
釈
を

「文
字
の
学
」
と
捉
え
、
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黄
龍
慧
南
下
三
世
と
の
関
わ
り
の
な
か
に
あ

っ
て
、
覚
範
は
自
身
の
宗
風
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

黄
龍

派
に
お
け
る
覚
範
の
位
置
に
つ
い
て
、
真
浄
克
文

の
宗
風
を
手
掛
か
り
に
み
て
き
た
。
真
浄
は
無
事
禅
が
主
流

で
あ

っ
た
当
時
の

黄
龍
派

に
お
い
て
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
た
。
そ
の
法
嗣
で
あ
る
覚
範
も
悟
り
の
必
要
性
を
説
き
、
無
事
禅
批
判
を
展
開
し
た
。
た
だ
し
、

そ
こ
で
は
経
論
を
重
視
す
る
な
ど
覚
範
独
自

の
主
張
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
覚
範
に
と

っ
て
の
無
事
禅
批
判
で
あ
り
、

「教
外
別
伝
、
不

立
文
字
」
に
対
す
る
批
判
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
覚
範
が
経
論
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
重
用
し
た
典
籍
に

『宗
鏡
録
』
が
あ

っ

た
。
そ
こ
で
は
多
数

の
経
論
が
引
用
さ
れ
、
天
台
、
華
厳
、
唯
識
な
ど
の

一
源
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
覚
範
の
志
向
に
適
う
も
の
で
あ

っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
真
浄
の
法
嗣
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
志
向
は
永
明
延
寿
に
遡

っ
た
も
の
と
い
え
、
黄
龍
派
に
あ

っ
て
は
、
真
浄
と



同
じ
く
独
自
の
立
場
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
師
の
宗
風
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
も
の
で
は
な
く
、
機
関
や
経
論

の
重
視
と
い
う

独
自
の
主
張
を
展
開
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

最
後

に
、
覚
範
は
扮
陽
の
語
や

『宗
鏡
録
』
に
、
真
浄
の
も
と
を
離
れ
た
遊
学
中
に
接
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
大

慧
が
次

の
よ
う
に
語
る
こ
と
に
触
れ
て
み
た
い
。
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将

に
知
る
べ
し
、
覚
範
も
亦
た
自
ら
悟
処
あ
り
、
却

っ
て
是
れ
師
を
離
れ
る
こ
と
太
だ
早
し
。
他
れ
真
浄
に
参
ず
。
浄
、

一
日
之
を

謂

い
て
曰
く
、
恵
洪
、
有
る
時
は
也
た
到
れ
る
処
あ
り
、
有
る
時
は
也
た
到
ら
ざ
る
処
あ
り
。
乃
ち
浄
に
問
う
て
曰
く
、
到
る
は
便

ち
到
る
、
到
ら
ざ
る
は
便
ち
到
ら
ざ
る
、
和
尚
、
何
の
言
に
よ

っ
て
か
到
る
処
あ
り
、
到
ら
ざ
る
処
あ
る
や
。
浄

曰
く
、
我
れ
今
汝

に
問
う
、
只
だ
風
穴
の
頒
の
如
き
に
云
わ
く
、
五
白
の
猫
児
、
爪
距
狸
、
養

い
来
た
る
堂
上
、
虫
行
を
絶

つ
。
分
明
に
す
、
上
樹
安

身

の
法
、
切
に
言
を
許
外
甥
に
遺
す
こ
と
莫
れ
。
作
塵
生
か
是
れ
上
樹
安
身

の
法
。
覚
範
、

一
喝
を
下
す
。
浄
曰
く
、
只
だ
這
の

一

喝
、
也
た
到
る
処
あ
り
、
也
た
到
ら
ざ
る
処
あ
り
。
他
れ
忽
然
と
し
て
省
あ
り
。
次
の
日
、
偶
た
ま
事

に
因
り

て
院
を
逐
出
さ
れ

あ

ソ

去

る

。

大
慧
は

「将
に
知
る
べ
し
、
覚
範
も
亦
た
自
ら
悟
処
あ
り
、
却

っ
て
是
れ
師
を
離
る
る
こ
と
太
だ
早
し
」
と
述
べ
、
真
浄
の
も
と
を
早

　ね
　

く
離
れ

て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
覚
範

の
悟
処
が
不
徹
底
で
あ

っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
悟
り
が
杜
撰
で
あ

っ
た
と
も

述
べ
て
い
る
。
大

慧
が
こ

の
よ
う
に
語
る
の
は
、
大
慧
が
湛
堂
を
通
じ
て
真
浄

の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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竜
慧
南
の
臨
済
宗
転
向
と
渤
潭
懐
澄
-
附

論

「
宗
門
捷
英
集
」

の
位
置
と
そ
の
資
料
的
価
値
1
」

(『禅
文
化
研
究
所
紀
要
』

一
六
、
二
二
三
頁
～
二
五
〇
頁
、

一
九
九
〇
)
参
照
。

「照
覚
禅
師
、
自
渤
潭
移
虎
難
。
乃
赴
王
子
淳
観
文
所
請
。

開
堂
後
、
百
廃
並
挙
。
陞
堂
小
参
入
室
無
虚
日
。
嘗
言
、

晦
堂
真
浄
同
門
諸
老
、
祇
参
得
先
師
禅
不
得
先
師
道
。
師

日
、
蓋
照
覚
以
平
常
無
事
不
立
知
見
解
会
為
道
、
更
不
求

妙
悟
。
却
将
諸
仏
諸
祖
徳
山
臨
済
曹
洞
雲
門
真
実
頓
悟
、

見
性
法
門
為
建
立
。
樗
厳
経
中
所
説
山
河
大
地
皆
是
妙
明

真
心
中
所
現
物
、
為
隔
上
語
、
亦
是
建
立
。
以
古
人
談
玄

説
妙
為
禅
、
謳
調
先
聖
聾
瞥
後
昆
。
眼
裏
無
筋
皮
下
無
血

之
流
、
随
例
顛
倒
悟
然
不
覚
。
真
可
憐
欄
。
圓
覚
経
云
、

末
世
衆
生
希
望
成
道
無
令
求
悟
。
唯
益
多
聞
増
長
我
見
。

又
云
、
末
世
衆
錐
求
善
友
、
遇
邪
見
者
未
得
正
悟
、
是
則

名
為
外
道
種
性
。
邪
師
過
謬
非
衆
生
答
。
量
虚
語
哉
。
所

以
真
浄
和
尚
小
参
云
、
今
時
有

一
般
漢
、
執
箇
平
常
心
是

道
、
以
為
極
則
、
天
是
天
、
地
是
地
。
山
是
山
、
水
是

水
。
僧
是
僧
、
俗
是
俗
。
大
尽
三
十
日
、
小
尽
二
十
九
。

並
是
依
草
附
木
、
不
知
不
覚

一
向
迷
将
去
。
忽
若
問
他
我

(
4
)

(
5
)

(
6
)

手
何
似
仏
手
、
便
道
是
和
尚
手
。
我
脚
何
似
騙
脚
、
便
道

是
和
尚
脚
。
人
人
有
箇
生
縁
、
那
箇
是

上
座
生
縁
、
便
道

某
是
某
州
人
事
。
是
何
言
歎
。
且
莫
錯
会
。
凡
百
施
為
、

祇
要
平
常

一
路
子
以
為
穏
当
、
定
将
去
合
将
去
、
更
不
敢

別
移

一
歩
、
伯
堕
落
坑
塾
、
長
時

一
似
生
盲
底
人
行
路
、

一
條
杖
子
、
寸
歩
拠
不
得
、
緊
把
著
葱

将
去
。
晦
堂
和
尚

謂
学
者
日
、
爾
去
盧
山
無
事
甲
裏
坐
地
去
。
而
今
子
孫
門

如
死
灰
、
良
可
歎
也
。」
(大
正
蔵
四
七
巻
九
四
入
頁
上
～

中
)
土
屋
太
祐

「公
案
禅
の
成
立
に
関
す
る
試
論
-
北
宋
臨
済

宗

の
思

想

史
ー
」
(『
駒
澤

大

学

禅

研

究

所

年

報

』

一
八
、
二
〇
〇
七
)
参
照
。

石
井
修
道

「真
浄
克
文
の
人
と
思
想
」

(『駒
澤
大
学
仏
教

学

部
研

究
紀

要
』

三

四
、
一
三
二

頁

～

一
五

〇
頁
、

一
九
七
六
)
参
照
。

『禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
三
、
渤
潭
真
浄
文
禅
師
章

「賛
日
、

雲
庵
以
天
縦
之
姿
、
不
由
師
訓
、
自
然
得
道
。
特
定
宗
旨

於
黄
龍
而
已
。
其
沮
壊
義
学
、
剖
発
幽
騎
、
以
楽
説
之

弁
、
洗
光
仏
日
、
使
箭
王
敬
誠
心
服
。
至
献
名
干
天
子
、

施
第
為
宝
坊
、
道
顕
著
　
。
然
猶
悼
頭
不
顧
、
甘
自
放
於

万
墾
千
巌
之
間
、
究
観
施
設
、
其
心
不
肯
後
濡
山
曹
渓
。

蓋

一
代
宗
師
之
典
型
、
後
来
柄
子
模

楷
也
。
」
(卍
続
蔵

=
二
七
冊
二
六
七
左
上
)
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(
7
)

(8

)

『林
間
録
』
「朱
顕
護
世
英
、
昔
官
南
昌
、
識
雲
庵
。
未
幾

移
漕
江
東
。
以
書
来
間
仏
法
大
旨
。
雲
庵
答
之
日
、
辱
書

以
仏
法
為
問
。
仏
法
至
妙
無
二
、
但
未
至
於
妙
、
則
互
有

長
短
。
筍
至
於
妙
、
則
悟
心
之
人
。
如
実
知
自
心
、
究
寛

本
来
成
仏
。
如
実
自
在
、
如
実
安
楽
、
如
実
解
脱
、
如
実

清
浄
、
而
日
用
唯
用
自
心
。
自
心
変
化
、
把
得
便
用
、
莫

問
是
非
。
擬
心
思
量
、
已
不
是
也
。
不
擬
心
、

一
一
天

真
、

一
一
明
妙
、

一
一
如
蓮
華
不
著
水
。
所
以
迷
自
心
故

作
衆
生
、
悟
自
心
故
成
仏
。
而
衆
生
即
仏
、
仏
即
衆
生
、

由
迷
悟
故
有
彼
此
也
。
如
今
学
者
、
多
不
信
自
心
、
不
悟

自
心
、
不
得
自
心
明
妙
受
用
、
不
得
自
心
安
楽
解
脱
。
心

外
妄
有
禅
道
、
妄
立
奇
特
、
妄
生
取
捨
、
縦
修
行
、
落
外

道
二
乗
禅
寂
断
見
境
界
。
雲
庵
之
言
、
蓋
救

一
時
之
弊
。

然
其
旨
要
、
暁
然
可
以
発
人
之
昧
昧
。
故
私
識
之
。
(卍

続
蔵

一
四
八
冊
三
二
二
右
上
～
右
下
)

『臨
済
宗
旨
』
「無
蓋
居
士
謂
予
日
、
扮
陽
臨
済
五
世
之
嫡

孫
、
天
下
学
者
宗
仰
。
観
其
提
綱
、
渠
渠
唯
論
三
玄
三

要
。
今
其
法
派
皆
以
謂
三
玄
三
要

一
期
建
立
之
語
、
無
益

於
道
。
但
於
諸
法
不
生
異
見
、

一
切
平
常
即
長
祖
意
。
其

説
是
否
。
予
日
、
居
士
聞
其
説
暁
然
了
解
。
寧
復
疑
沿
陽

提
綱
乎
。
日
、
吾
固
疑
而
未
決
也
。
予
日
、
此
其
三
玄
三

要
之
所
以
設
也
。
所
言

一
句
中
具
三
玄
、

一
玄
中
具
三

要
、
有
玄
有
要
者
、

一
切
衆
生
熱
悩
海
中
清
涼
寂
滅
法
憧

(
9

)
11
)

　

10
)

也
。
此
瞳
之
建
、
讐
如
塗
毒
之
鼓
、
魍
之
、
則
聞
者
皆

死
。
唯
遠
聞
者
後
死
。
若
不
横
死
者
、
錐
聞
不
死
。
臨
済

無
圭
心
時
、
興
化
三
聖
保
寿
定
上
座
輩
聞
而
死
者
。
今
百
余

年
猶
有
悟
其
旨
者
、
即
後
死
者
也
。
而
諸
法
派
謂
無
益
於

道
者
、
即
不
横
死
者
也
。
祖
宗
門
風
壁
立
万
初
、
而
子
孫

畏
之
、
喜
行
平
易
坦
塗
。
此
所
謂
法
道

陵
夷
也
」
(卍
続

蔵

一
一
一
冊
八
六
左
上
～
下
)。

『臨
済
宗
旨
』
「今
此
法
門
、
叢
林
伯
怖
、
不
欲
聞
其
名
、

何
以
言
之
。
諸
方
但
愛
平
実
見
解
、
執
之
不
移
、
唯
欲
伝

授
、
不
信
有
悟
。
借
使
扮
陽
復
生
、
親
為
剖
折
、
亦
以
為

非
」

(卍
続
蔵

=

一
冊
八
七
右
下
)。

拙
稿

「覚
範
慧
洪
の
開
悟
の

一
考
察
」

(『駒
澤
大
学
仏
教

学
部
論
集
』
三
七
、
二
〇
〇
六
)
参
照
。

『智
証
伝
』
「維
摩
経
日
、
直
心
是
道
場
、
無
虚
假
故
。
伝

日
、
所
謂
択
法
眼
者
、
前
聖
授
手
。
首
樗
厳
日
、
諸
修
行

人
、
不
能
得
成
無
上
菩
提
、
乃
至
別
成
声
聞
、
縁
覚
、
及

成
外
道
諸
天
魔
王
、
及
魔
春
属
、
皆
由

不
知
二
種
根
本
、

錯
乱
修
習
。
猶
如
煮
沙
欲
成
佳
饒
、
縦
経
塵
劫
、
終
不
能

得
。
云
何
二
種
。
阿
難
、

一
者
無
始
生
死
根
本
。
則
汝
今

者
、
与
諸
衆
生
、
用
墓
縁
心
、
為
自
性
者
。
二
者
無
始
菩

提
浬
桀
元
清
浄
体
。
則
汝
今
者
、
識
精
元
明
、
能
生
諸

縁
、
縁
所
遺
者
、
即
直
心
也
。
肇
縁
心
、
即
虚
假
也
。
永

明
日
、
心
者
信
也
。
謂
有
前
識
法
随
相
行
、
則
煩
悩
、
名
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(
12
)

(
13
)

識
、
不
名
心
也
。
意
者
、
憶
也
。
憶
想
前
境
起
於
妄
、
並

是
妄
識
、
不
干
心
事
。
心
非
有
無
、
有
無
不
染
。
心
非
垢

浄
、
垢
浄
不
汗
。
乃
至
迷
悟
凡
聖
、
行
来
去
住
、
並
是
妄

識
非
心
。
心
本
不
生
、
今
亦
無
滅
。
若
知
自
心
如
此
、
仏

亦
然
。
而
長
沙
偶
日
、
学
道
之
人
不
識
真
、
ロ
ハ為
従
前
認

識
神
。
無
始
時
来
、
生
死
本
、
瘍
人
喚
作
本
来
人
。
今
時

邪
禅
乃
相
伝
授
、
以
揚
眉
瞬
目
、
竪
払
拮
槌
為
極
則
。
仏

法
幾
何
不
平
沈
哉
。
円
覚
経
日
、
衆
生
妄
見
流
転
。
厭
流

転
者
、
妄
見
浬
樂
。
由
此
不
能
入
清
浄
覚
。
非
覚
違
拒
諸

能
入
者
、
有
諸
能
入
、
非
覚
入
故
。
謂
脱
有
能
入
覚
道

者
、
但
成
小
乗
、
非
能
入
覚
。
故
日
、
非
覚
入
故
」
(卍

続
蔵

=

一
冊
九

一
左
上
～
左
下
)。

林
伯
謙

・
陳
弘
学
編
著

『標
点
注
釈
智
証
伝
』

(秀
威
資

訊
科
技
股
扮
有
限
公
司
、
二
〇
〇
五
)。

『智
証
伝
』
「金
剛
般
若
経
日
、
若
人
於
此
経
生
浄
信
者
、

非
於

一
仏

二
仏

三
四

五
仏
種

諸

善
根
、

已

於
無

量

百
千
万
億
仏
所
種
諸
善
根
。
伝
日
、
華
厳
経
日
、
堅
翅
鳥

以
龍
為
食
。
先
観
大
海
諸
龍
命
将
尽
者
、
即
以
両
翅
壁
海

取
而
食
之
。
乃
知
信
受
此
法
、
非
根
熟
衆
生
、
莫
能
然

也
。
神
鼎
謹
禅
師
嘗
日
、
鳥
案
侍
者
見
以
布
毛
吹
之
、
便

薦
此
事
。
自
非
久
積
浄
業
、
砿
劫
行
持
、
安
能
如
此
。
沿

陽
昭
禅
師
亦
作
偶
日
、
侍
者
初
心
慕
勝
縁
、
辞
師
擬
去
学

参
禅
。
鳥
案
知
是
根
機
熟
、
吹
毛
当
下
得
心
安
。
両
書
年

(
14
)

皆
首
山
高
弟
。
必
以
積
浄
業
、
根
機
熟
為

言
。
蓋
其
淵
源

出
於
金
剛
般
若
、
而
不
可
謳
也
。
近
世
之
邪
禅
乃
日
、
此

安
有
悟
、
吹
毛
而
伝
悟
者
、
権
耳
。
是
所
謂
自
無
目
、
而

欲
廃
天
下
視
也
」
(卍
続
蔵

一
一
一
冊
九

〇
左
上
～
下
)。

「
右
宗
鏡
録

一
百
巻
、
智
覚
禅
師
所
誤
。
切
嘗
深
観
之
、

其
出
入
馳
驚
於
方
等
契
経
者
六
十
本
、
参

錯
通
貫
此
方
異

域
聖
賢
之
論
者
三
百
家
、
領
略
天
台
賢
首
而
深
談
唯
識
、

率
折
三
宗
之
異
義
、
而
要
帰
於

一
源
。
故
其
横
生
疑
難
、

則
鉤
深
蹟
遠
。
剖
発
幽
騎
、
則
揮
掃
偏
邪
。
其
文
光
明
玲

瀧
、
縦
横
放
璋
、
所
以
開
曉
衆
生
自
心
成
仏
之
宗
、
而
明

告
西
来
無
伝
之
的
意
也
。
…
中
略
…
彼
独
不
思
達
磨
巳

前
、
馬
鳴
、
龍
樹
亦
祖
師
也
。
而
造
論
則
兼
百
本
契
経
之

義
、
涯
観
則
伝
読
龍
宮
之
書
。
後
達
磨
而
興
者
、
観
音
、

大
寂
、
百
丈
、
断
際
亦
祖
師
也
。
然
皆
三
蔵
精
入
、
該
練

諸
宗
。
今
其
語
具
在
、
可
取
而
観
之
、
何
独
達
磨
之
言

乎
。
聖
世
途
遠
、
衆
生
相
劣
、
趣
慮
編
短
、
道
学
筍
簡
、

マ
マ

其
所
従
事
欲
安
坐
而
成
、
讐
如
農
夫
、
階
於
擾
転
、
垂
誕

仰
食
、
為
可
笑
也
。
吾
聞
江
発
眠
山
、
其
盈
濫
膓
。
及
其

至
楚
、
則
万
物
並
流
。
非
夫
有
本
、
益
之
者
衆
耳
。
有
志

於
道
者
、
常
有
取
於
此
。
吾
徒
灰
冷
世
故
、
安
楽
雲
山
明

窓
、
浄
几
之
問
、
横
象
煙
而
熟
読
之
、
則
当
見
不
可
伝
之

妙
、
而
省
文
字
之
中
。
蓋
亦
無
非
教
外
別
伝
之
意
也
。

(柳
田
聖
山

・
椎
名
宏
雄
編

『禅
学
基
本
典
籍
叢
刊
』
第
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16
)

15
)

　
18
)

　
17
)

五
巻
、
六
四

二
頁

～
六
四
三
頁
、
臨
川
書
店
、

二
〇

〇
〇
)。

拙
稿

「
『智
証
伝
』

の
成
立
に
つ
い
て
」

(『印
度
学
仏
教

学
研
究
』
六

一
-
二
、
二
〇

=
二
)
参
照
。

『石
門
文
字
禅
』
巻
二
五
、
題
準
禅
師
語
録

「石
門
雲
庵

示
衆
之
語
、
多
脱
略
案
臼
。
干
時
柄
子
視
之
、
如
春
在
花

木
、
而
不
知
其
所
従
来
。
予
毎
以
謂
此
老
人
可
以
起
臨
済

之
瞥
。
哲
人
逝
　
。
切
嵯
悼
之
、
以
為
世
莫
有
嗣
之
者
。

湛
堂
於
予
為
弟
昆
。
自
其
開
法
未
嘗
聞
其
挙
揚
。
没
後
百

余
日
、
得
此
録
於
呆
上
人
処
、
読
之
謂
日
、
雲
庵
之
余

波
、
乃
能
発
生
此
老
種
性
耶
。
政
和
五
年
十
月
七
日
題
」

(前
掲

『禅
学
基
本
典
籍
叢
刊
』
第
五
巻
、
六
五
四
頁
)
。

広
田
宗
玄

「
湛
堂
文
準
と
大
慧
宗
呆
」
(『禅
学
研
究
』

八

一
、
二
〇
〇
二
)
参
照
。

「
湛
堂
準
和
尚
、
興
元
府
人
。
真
浄
之
的
嗣
。
分
寧
雲
巌

虚
席
。
郡
牧
命
黄
龍
死
心
禅
師
、
挙
所
知
者
、
以
補
其

処
。
死
心
日
、
準
山
主
住
得
、
某
不
識
他
。
祇
見
有
洗
鉢

頒
甚
好
。
郡
牧
日
、
可
得
聞
乎
。
死
心
挙
云
、
之
乎
者

也
。
柄
僧
鼻
孔
、
大
頭
向
下
、
若
也
不
会
、
問
取
東
村
王

大
姐
。
郡
牧
奇
之
、
具
礼
敦
請
。
準
亦
不
辞
。
平
生
律
身

以
約
。
錐
領
徒
弘
法
、
不
易
在
衆
時
。
農
興
後
架
、
祇
取

小
杓
湯
洗
面
、
復
用
濯
足
。
其
他
受
用
、
率
皆
類
此
。
緩

放
参
罷
、
方
丈
行
者
人
力
便
如
路
人
。
掃
地
煎
茶
皆
躬
為

(
19
)

(
20
)

(
21
)

之
、
有
古
人
風
度
。
真
後
昆
良
範
也
」

(大
正
蔵
四
七
巻

九
四
四
頁
下
～
九
四
五
頁
上
)
。

「或
聞
在
南
中
時
、
欲
究
榜
厳
而
加
箋
釈
。
若
爾
則
非
不

肖
所
望
者
也
。
文
字
之
学
、
所
以
不
能

洞
当
人
之
性
源
、

与
後
学
所
以
障
先
仏
之
智
眼
。
其
病
正
在
依
他
作
解
、
塞

自
悟
之
門
。
資
吻
舌
、
或
可
勝
浅
聞
。
廓
神
機
、
終
難
極

妙
証
。
故
於
行
解
、
多
致
参
差
、
由
此
也
。
予
喜
覚
範
恵

識
英
利
、
足
以
鑑
此
、
償
損
之
又
損
、
他
時
相
見
、
定
別

有
好
処
耳
。
珍
重
」
(寺
町
藤
屋
三
郎
兵
衛
刊
、
二
九
丁

左
/
国
訳
禅
宗
叢
書
第

一
輯
第
二
巻
五
四
〇
頁
、
第

一
書

房
、

一
九
七
四
)
。

『大
慧
普
覚
禅
師
普
説
』
行
者
祖
慶
請
普
説

「将
知
覚
範

亦
自
有
悟
処
、
却
是
離
師
太
早
。
他
参
真
浄
、
浄

一
日
謂

之
日
、
恵
洪
有
時
也
有
到
処
有
時
也
有
不
到
処
。
乃
問
、

浄
日
、
到
便
到
、
不
到
便
不
到
、
和
尚
何
言
有
到
処
、
有

不
到
処
。
浄
日
、
我
今
問
祢
、
只
如
風
穴
頒
云
、
五
白
猫

児
爪
距
狸
、
養
來
堂
上
絶
虫
行
、
分
明
上
樹
安
身
法
、
切

莫
遺
言
許
外
甥
。
作
塵
生
是
上
樹
安
身

法
。
覚
範
下

一

喝
。
浄
日
、
只
這

一
喝
、
也
有
到
処
、
也
有
不
到
処
。
他

忽
然
有
省
。
次
日
偶
因
事
逐
出
院
去
」

(前
掲

『禅
学
典

籍
叢
刊
』
第
四
巻
三
〇
四
頁
下
～
三
〇
五
頁
下
)。

前
掲

『禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
三
〇
五
頁
下
。


